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北九州革新懇２０１１年度総会議案 

 

はじめに 
 

東日本大震災・福島原発事故は、私たちの生き方や価値観、政治や社会生活の在り方を根底か

ら問い直すように、深刻な問題を突きつけています。日米同盟の下、財界の利益を優先し、国民

生活を破壊してきた国策（政権党の政策）が崩れようとしています。被災者の声を無視した上か

らの復興政策に怒り、ひとり一人がコミュニティを大切にし、地域の民主的な再興に立ちあがっ

ています。これに、世界から、全国から大きな驚嘆と支援の輪が広がっています。福島原発事故

は、世界の人々に大きな衝撃を与え、核廃絶、原発ゼロの世界的運動のうねりとなり、世界の原

発をなくす方向に大転換しています。大災害により、人々が人間本来の理性に目覚め、協力と共

同で民主的な変革を成し遂げてきた歴史があります。まさに、平和・民主主義・生活向上の革新

３目標の実現を目指す革新懇運動の歴史的使命を自覚し、大きく飛躍すべき時です。ここに、２

０１０年度の活動を総括し、２０１１年度の北九州革新懇の活動方針を提起します。 

 

 

１ ２０１０年度活動経過 

 

活動日誌 (１０年３月２０日～１１年７月９日)    （太字が革新懇関

係） 
3 月 20 日 土 北九州革新懇総会 １3 時 戸畑生涯学習センター 

3 月 21 日 日 福岡県民大集会 １３時 冷泉公園 

3 月 22 日 日 2010 非核と平和のつどい in 福岡 西南学院大学チャペル 

3 月 27 日 土 福岡県革新懇総会 福岡市ふくふくプラザ １３時３０分 

4 月 3 日 土 福岡県９条の会連絡会５周年記念のつどい 福岡国際会議場大ホール １４時 

4 月 12 日 月 憲法意見広告の会第 2 回総会 

4 月 16 日 金 第１回合同会議 １３時３０分 

4 月 17 日 土 慰安婦から女性の人権を考える集い 小倉リーセントホテル 13 時 30 分 

4 月 22 日 木 北九州革新懇ニュース№27 号発送 

4 月 25 日 日 沖縄普天間基地撤去集会に呼応した宣伝行動 黒崎駅 

4 月 25 日 日 普天間基地集会に呼応した宣伝行動 黒崎駅前 11 団体 50 人参加 

4 月 29 日 木 北九州憲法集会 芸術劇場 １２時３０分会場 

5 月 1 日 土 第８１回北九州統一メーデー 

5 月 3 日 月 憲法意見広告新聞掲載 

5 月 3 日 月 革新懇憲法宣伝 小倉駅 10 時 30 分 

5 月 12 日 水 安保闘争５０周年学習会 畑田重夫 ウエル戸畑多目的ホール １８時３０分 

5 月 17 日 月 革新懇第 1 回世話人会 18 時 30 分～ 

5 月 22 日 土 宜野湾市長伊波洋一講演会 行橋市 14 時 

5 月 29 日 土 国民救援会学習会 若松市民会館 

6 月 4 日 金 憲法意見広告を進める北九州の会第３回総会 
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6 月 7 日 月 定温輸送闘争判決前決起集会 ムーブ１８時３０分 

6 月 9 日 水 安保学習会第２回実行委員会 

6 月 13 日 日 第４７回北九州母親大会 東筑紫短期大学講堂 記念講演伊藤千尋 

6 月 14 日 月 革新懇第２回合同会議 １４時 大手町病院会議室 

6 月 15 日 火 国保条例改正意見陳述 １０時市議会 

6 月 17 日 木 映画「沖縄」試写会 福岡第一法律事務所 １３時３０分 

6 月 18 日 金 ＮＰＴ再検討会議報告集会 市役所女性 9 条の会 

6 月 22 日 火 非核の政府を求める福岡県の会総会 13 時 30 分 福岡市 

6 月 23 日 水 安保条約発効 50 周年記念日 

7 月 2 日 金 北九州消団連総会 西日本総合展示場 １０時 

7 月 24 日 土 革新懇全国総会 東京学士会館 

7 月 24 日 土 憲法ネット憲法改悪反対共同センター合同憲法学習会 多目的ホール 

8 月 1 日 日 福岡生存権裁判高裁勝訴報告会 １５時～ 北九州弁護士会館 

8 月 5 日 木 革新懇事務局会議 １４時 大手町病院 

8 月 25 日 水 革新懇３０周年記念講演会第２回実行委員会 

8 月 28 日 土 憲法ネット第７回総会 １４時 生涯学習総合センター 

9 月 3 日 金 内藤功講演会第 1 回実行委員会 

9 月 4 日 土 ３０人学級署名スタート集会 １４時 戸畑生涯学習センター 

9 月 7 日 火 革新懇第３回合同会議 １４時 

9 月 8 日 水 革新懇３０周年記念行事第３回実行委員会 １４時 

9 月 12 日 日 北九州地区労連第２２回定期大会 １０時 西部毎日会館 

9 月 14 日 火 映画と講演の夕べ実行委員会結成会議 

9 月 18 日 土 中塚明講演会 門司生涯学習センター １４時 戦争展 

9 月 19 日 日 戦争展 

9 月 20 日 月 戦争展 

9 月 27 日 月 内藤功講演会第２回実行委員会 

9 月 29 日 水 革新懇講演の夕べ第４回実行委員会 １４時 

10 月 1 日 金 戸畑区革新懇結成総会 １８時 戸畑生涯学習センター 

10 月 10 日 日 内藤功講演会 ムーブ大セミナー室１４時 

10 月 12 日 火 北九州革新懇第２回世話人会 １８時３０分 健和会体育館下会議室 

10 月 16 日 土 革新懇全国交流会 山梨県甲府市 

10 月 17 日 日 革新懇全国交流会 山梨県甲府市 

10 月 20 日 水 講演の夕べ第５回実行委員会 １３時 生涯学習総合センター 

10 月 23 日 土 小倉南区革新懇結成総会 １８時 南区生涯学習センター視聴覚室 

10 月 24 日 日 福岡基地強化反対築城集会 １４時 行橋市 

10 月 24 日 日 福岡県自治体フオーラム １０時 西南学院大学 

10 月 26 日 火 映画「沖縄」と講演の夕べ ウエル戸畑中ホール １８時 

11 月 4 日 木 戸畑革新懇第１回世話人会 １８時 

11 月 5 日 金 若松革新懇再開準備会 １８時３０分～ 

11 月 12 日 金 革新懇３０周年記念講演の夕べ ウエル戸畑 
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11 月 25 日 木 あたたかい民主市政をつくる会結成総会 戸畑市民会館 

11 月 28 日 日 沖縄県知事選挙投票日 

12 月 4 日 土 あたたかい民主市政をつくる会事務所開き １４時 

12 月 7 日 火 三輪俊和出版記念集会 １８時 小倉飯店 

12 月 8 日 水 戸畑革新懇街づくり構想学習会  

12 月 9 日 木 若松革新懇第２回準備会 

12 月 11 日 土 小倉南革新懇世話人・事務局会議 

12 月 13 日 月 革新懇第２回事務局会議 １３時 

12 月 14 日 火 戸畑革新懇第２回世話人会 １８時～ 

12 月 15 日 水 憲法意見広告総会 １８時３０分 生涯学習総合センター 

２０１１年   

1 月 10 日 月 あたたかい民主市政をつくる会決起集会 

1 月 14 日 金 戸畑革新懇世話人会 

1 月 23 日 日 北九州市長選挙告示 

2 月 6 日 日 北九州市長選挙投票日 

2 月 16 日 水 憲法意見広告を進める北九州の会２０１１年度総会 生涯学習総合センター 

2 月 18 日 金 戸畑革新懇主催 「三池闘争から学ぶ」学習会 

2 月 21 日 月 ５月３日憲法祭り(仮称)第１回打合せ会 

2 月 25 日 金 戸畑革新懇世話人会 １８時 

3 月 5 日 土 憲法改悪反対北九州共同センター総会 ムーブ大セミナー室１４時 

3 月 7 日 月 ５月３日憲法祭り(仮称)第２回打合せ会 

3 月 16 日 水 革新懇第３回事務局会議 １３時 

3 月 20 日 日 青い空合唱団創立５０周年記念演奏会 １４時 ウエル戸畑大ホール 

4 月 6 日 水 憲法意見広告を進める北九州の会 

4 月 10 日 日 県議会議員投票日 

4 月 13 日 水 憲法意見広告を進める北九州の会総会 生涯学習総合センター 

4 月 15 日 金 戸畑革新懇第５回世話人会議 １８時 

4 月 20 日 水 革新懇第４回事務局会議 １３時３０分 大手町病院 

4 月 24 日 日 一斉地方選挙後半戦投票日 

4 月 26 日 火 憲法意見広告を進める北九州の会 

4 月 27 日 水 憲法まつり実行委員会 １９時～ 

5 月 1 日 日 第８２回北九州統一メーデー 

5 月 3 日 火 ２０１１年憲法集会  

  憲法まつり １１時～１２時３０分 

  革新懇・退職教職員の会合同憲法宣伝 １０時３０分 小倉駅南口 

5 月 7 日 土 白島石油備蓄基地安全問題学習会 若松生涯学習センター １３時３０分 

5 月 9 日 月 原発問題学習会第１回打合せ会 八幡原水協 １８時 

5 月 12 日 木 革新懇第５回事務局会議 １３時３０分 大手町病院 

5 月 26 日 木 原発問題学習会第２回打合せ会 戸畑生涯学習センター １８時 

5 月 28 日 土 革新懇第４回合同会議 １３時３０分 
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6 月 2 日 木 憲法意見広告を進める北九州の会総会 生涯学習総合センター 

6 月 4 日 土 映画「弁護士布施辰治」上映会 ムーブ大ホール １１時 １４時 

6 月 8 日 水 映画「無言館」上映実行委員会結成 １９時 生涯学習総合センター 

6 月 11 日 土 市民の医療を守る会総会・シンポジウム １４時 パークサイドビル 

6 月 12 日 日 八幡東９条の会５周年記念講演会 １４時～ 

6 月 17 日 金 原発問題学習会 ウエル戸畑多目的ホール １８時３０分 

6 月 18 日 土 北九州革新懇第５回合同会議 １４時 

6 月 26 日 日 第４８回北九州母親大会 １０時～ 

7 月 2 日 土 第３２回北九州消団連総会 １０時 小倉リーセントホテル 

 土 小倉南革新懇原発問題学習会 

7 月 9 日 土 北九州革新懇２０１１年度総会 １４時戸畑障害学習センター 

 

 

２ ２０１０年度北九州革新懇活動総括 
 

２０１０年度北九州革新懇運動は、総会で決定した次の三つの活動方針に従い、全力を挙げて

奮闘してきました。 

① 春のイベント「安保条約を考える映画と講演の夕べ」 

② 秋のイベント「全国革新懇結成３０周年、北九州革新懇再建１０年記念講演の夕べ」 

③ すべての行政区に革新懇を結成する 

 春のイベントは、５月１２日、ウエル戸畑多目的ホールに、畑田重夫氏(全国革新懇代表世話

人)を招き、１７０名の参加で大成功しました。記録映画「１９６０年 安保闘争--不滅の足跡

--」の上映とともに、畑田重夫氏の講演は、８０歳の年を感じさせない熱く力強いもので参加者

全員に元気と安保破棄活動の確信を与えてくれ、たくさんの決意に満ちた感想文が寄せられまし

た。 

秋のイベントは、講演者に黒田福美さん、緒方靖夫さんの二人を招き、１１月１２日に開催、５

００名の参加で大成功しました。 

この取り組みでは、実行委員会を７月１７日に結成し、実行委員会ニュース（８回発行）、mail･

fax ﾆｭｰｽを約５０の団体・個人へ送付、チラシ４００００枚の新聞折り込み、団体訪問など、か

ってない規模の広報活動を行い、大多数市民に、革新懇の存在と役割を宣伝でき、北九州革新懇

運動を新しい段階へ引き上げる契機となりました。 

活動方針の中心課題であった行政区革新懇づくりは、２００９年７月の門司革新懇結成以後、足

踏み状態が続いていましたが、１０月１日に戸畑区革新懇、１０月２３日小倉南区革新懇が結成

され、若松区でも数回の準備会がもたれ、近々に再開される見通しです。 

戸畑、小倉南での革新懇結成にあたっては、５０名の会員拡大目標を掲げ、知識人・文化人・教

職員・団地自治会役員・労働組合ＯＢ・団体役員などへの訪問活動をし、多数の新会員を迎え結

成総会を開いています。戸畑革新懇は、創意を生かしたイベントを企画し、行政区革新懇として、

有意義で教訓的な活動をしています。 

全国交流会には、４名が参加し、戸畑・小倉南区での革新懇結成の経験を発言し、交流を深める

ことができました。革新懇ニュ－スの発効とホ－ムペ－ジへの掲載等、日常的な広報活動も継続
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し、北九州における革新懇運動の基盤を築けた 2010 年度であったと総括できると思います。 

 

３ ２０１１年度北九州革新懇活動方針 

 

① 未曾有の国難（東日本大震災）に対する基本方針 

史上最大規模の地震・津波そして福島原発の事故による放射能汚染という未曾有の災害は、３

ヶ月が経過した今日もいまだ復旧・復興の兆しは見えていません。道州制を企図する上からの復

興計画に反対し、住民ひとり一人が、コミュニティを大切にし、力強く復興に立ち上がっていま

す。私たちは、このような被災者の皆さんへの長期的な持続的支援活動を、カンパ活動を中軸に

全国の活動に呼応してとりくんでいきます。 

 

② 核廃絶、原発ゼロを幅広く市民に訴え、原発ゼロをめざす署名活動にとりくみます 

 放射能被曝は、核兵器だけでなく、原発からも起き、人類存続の危機になることを知りました。 

核廃絶運動とともに、原発ゼロをめざす全国的な運動に呼応し、幅広い市民と対話し、原発ゼロ

署名にも精力的にとりくんでいきます。また、北九州では白島石油備蓄基地の危険性は見過ごせ

ません。石油備蓄基地撤去の運動に取り組みます。 

 

③ 社会保障の充実と消費税増税反対の闘いに全力を挙げます 

菅内閣は、「税と社会保障一体改革」のための「社会保障改革案」を決定し、社会保障給付に

かかる公費を主として消費税でまかなうことを打ち出しました。社会保障の充実と消費税増税反

対の闘いを、北九州革新懇として創意を生かしとりくんでいきます。 

 

④ ＴＰＰ参加反対の闘い 

菅首相は、５月下旬の日米首脳会談でオバマ大統領に、「早期に判断する」と約束しましたが、

ＴＰＰ参加は、日本農業に壊滅的な打撃を与え、国民の食の安全と安定的な食料供給を根底から

破壊します。農水省の試算でも、日本の食料自給率は１３％まで下落します。 

また、食の問題にとどまらず、地域経済を破壊し、日本経済を壊し、国土と環境を壊すものです。

農協などとの共同行動を広げてなんとしてもＴＰＰ参加を阻止するために奮闘します。 

 

⑤ 憲法改悪に反対し、比例定数削減反対の運動を強めます 

 比例定数の削減は、現行の選挙制度を限りなく小選挙区制に近づけ、国民の声を切り捨てるこ

とになります。憲法改悪のあらゆる策動を許さず、民主主義に逆行する比例定数削減に反対する

運動を全国革新懇に呼応し推進していきます。 

 

⑥ 行政区革新懇を中心に北九州市における革新懇運動を展開していきます 

行政区に革新懇が結成され、北九州での革新懇運動は新たな段階に入りました。今後は、各区

革新懇が中心となって革新３目標に基づく革新懇運動が展開されます。同時に、職場革新懇、青

年革新懇の結成にも力を注ぎます。このために、以下の課題達成が要請されています。 

１ 小倉北区革新懇を、できる限り早く結成します 

２ 八幡革新懇活動を継続しつつ、東西分区した革新懇を今期中に結成します 
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３ 各行政区革新懇は、自主的な革新３目標を目指す活動を実施し、それぞれで「全国革新懇

ニュース」の配布・集金をします 

４ 各区革新懇は一団体として北九州革新懇に加入します。この場合、団体会費は、５０００

円ですが、別途協議し確定します 

 

⑦ 北九州革新懇の組織強化と日常的活動を推進していきます 

１ 会の運営は、代表世話人、世話人、事務局の役割を発揮し、定期的な会議で討論と方針を

決定し、日常的な革新懇活動を組織し推進していきます。このためにも、若い力と女性の力

を役員に抜擢し、発揮していただくように努めます 

２ 各区革新懇活動を通じて、４００名の会員目標を目指します 

３ 職場革新懇や青年革新懇の結成にも全力で取り組みます 

４ 北九州革新懇ニュ－スの定期発行を増やし、ホ－ムペ－ジを一層充実し、各区革新懇の活

動状況等、魅力ある情報を提供していきます 

５ 革新三目標を進める立場から、他団体との協力共同をすすめ、時宜に応じた講演会、学習

会を開催します 

６ 今年は、全国革新懇交流会の開催はありません。それに代わって「九州ブロック交流会」

が１０月１５日(土)に佐賀市で開かれます。九州ブロック交流会は初めての取り組みです。

その成功には福岡県は特別の責任があり、特別の推進体制をとって取り組むことになります。

北九州革新懇もそれにふさわしく各区革新懇からの代表派遣に取り組み、多数の参加でブロ

ック交流会の成功のために奮闘します。 

 

 

４ 役員体制 

 

 北九州革新懇２０１１年度役員案名簿    

番号   氏  名    肩  書  き  《事務局》  

1 代表世話人 横光 幸雄 弁護士 自由法曹団北九州支部 1 須崎 和幸 事務局長 

2 代表世話人 篠田 清 日本共産党福岡県委員会副委員長 2 青木 信恭 事務局次長 

3 代表世話人 近藤 隆子 新日本婦人の会八幡東支部長 3 宗久 友明  

4 代表世話人 嶋田 昭英 小倉民商会長 4 三浦 純一  

5 代表世話人 田中 信而 北九州健康友の会連合会会長 5   

6 代表世話人 中山 和彦 北九州地区労連議長 6   

7 代表世話人 三宅 昌 財団法人健和会理事長  《会計監査》  

8 代表世話人 三輪 俊和 健和看護学院学院長  毛利 義廣  

9 代表世話人 上西 創造 キリスト者・９条の会北九州代表    

10 世話人 石田 康高 日本共産党北九州市会議員団団長    

11 世話人 礒田 英実 自治労連北九市職労委員長    

12 世話人 河野 洋子 国民救援会北九州総支部事務局長    
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13 世話人 酒見 辰正 福岡県平和委員会事務局長    

14 世話人 塩田 俊男 北九州第一法律事務所事務局長    

15 世話人 須崎 和幸 北九州革新懇事務局次長    

16 世話人 日高 琢二 健和会労組委員長    

17 世話人 藤本 修子 小倉タイムス記者    

18 世話人 細川 達也 民青小倉地区委員会委員長    

19 世話人 三浦 純一 市民の会専従    

20 世話人 宗久 友明 北九州革新懇事務局長    

21 世話人 毛利 義廣 福岡県高齢者福祉生協北九州支部長    

22  森下 宏人 門司革新懇    

23   小倉北革新懇準備会    

24  有馬 和子 小倉南革新懇    

25  三輪 幸子 若松革新懇    

26  牟田 陽生 八幡革新懇    

27   八幡革新懇    

28  青木 信恭 戸畑革新懇    

 

 

 

 

５ 財政報告 

略 


